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第 2 章においては、まず停泊作業時の Swaying ， Yawing , Rolling などの合成接近モードを 3 次元運
動として考察し、基礎運動方程式、エネルギ一方程式を誘導した。そして特別な場合として tugboats




つぎに停泊作業中の付加質量の算定法を Swaying ， Yawing , Rolling の場合について与えている。さら
に重心とメタセンターの距離、構造物の有効質量、構造物およびフェンダーの耐荷力についても考察
し、有意義な示唆を与えている。








ある、 (2)船舶の重心と接触点の距離が大きいほど小さい、 (3)構造物の剛性には余り左右されない、 (4)
静的試験によるフェンダーのエネルギー吸収能とは必ずしも比例しない。さらに与えられた接近速度
に対して動的有効エネルギーを最小ならしめるための設計法を提案している。
第 6 章においては、船舶が衝突後、さらに反転して Second impact を生じ、それがフェンダ一系
の設計に対して支配的な場合について論じている。
第 7 章においては、まず Retractable fender の Sliding Surface を (1 津刀期衝撃力を小さくし、 (2)
動的エネルギー吸収能を大きくするという観点から設計することを推奨している。さらに、衝突後の
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